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研究成果の概要（和文）：中国・内モンゴル自治区・フルンボイル市とモンゴル・ドルノド県に居住するバルガ
人、中国・新疆ウイグル自治区とモンゴル・ホブド県に分布するアルタイ・オリアンハイ人の20世紀の越境を事
例に、清帝国崩壊後、モンゴル、中国という国民国家が成立するなかで、両国家の境界に居住するこれらのエス
ニシティが、過去の記憶をたもちつつも、あらたなアイデンティティを獲得するプロセスを文献調査とフィール
ドワークによってあきらかにし、モンゴル世界のエスニシティの重層性をしめした。

研究成果の概要（英文）：In this study, borders and border crossings of two ethnicities, the Bargas 
and the Altai Uriankhais, of Mongolia in the twentieth century have been analyzed, based on archival
 sources and oral histories. The Bargas live in Kholonbuyir City of Inner Mongolia, China and Dornod
 Prefecture in Mongolia. The Altai Uriankhais are distributed in Khovd Prefecture in Mongolia and 
Xinjiang Uyghur Autonomous Region, China. After the collapse of the Qing dynasty, some members of 
these ethnicities crossed the border between Mongolia and China. The process of acquiring new 
identities in these new-born nation-states show multilayered characteristics of ethnicities in 
Mongolia. 

研究分野： モンゴル史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）中央ユーラシアの歴史研究において、
民族移動や境界策定についての一定の研究
成果はこれまでもうみだされてきたが、モン
ゴル系集団にとっての境界そのものの性格
をといなおす研究は、ユ・ヒョヂョン、ボル
ジギン・ブレンサイン（2009）をのぞけば、
ほとんどなかった。本研究は、モンゴル地域
の統治が帝国から国民国家へ転換する過程
で、境界とその性格がおおきく変化し、住民
の大規模な越境移動を引きおこしていく動
態をあきらかにしようとした。 
（２）本研究グループは、これまでモンゴル
の古地図のあらたな研究を模索し、モンゴル
古地図の作図法、景観認識、境界報告書につ
いての論文、資料をおさめた英文の研究書を
21 世紀 COE プログラムの成果として 2005
年に刊行し、その後、科学研究費補助金「モ
ンゴルにおける景観認識の歴史―古地図の
研究」（2009－2012）、同「モンゴルにおける
地図作成とガバナンス」（2013－2015）を獲
得し、おもに清代のモンゴルの手書きの地図
のデジタル化、研究につとめてきた。これら
のプロジェクトの一環としてウランバート
ルで 2 度の地図・地名研究の国際シンポジウ
ムを組織し、各国の研究者をまきこむかたち
で、あらたなモンゴル地図研究のわくぐみを
提示してきた。 
（３）本研究でバルガ人とアルタイ・オリア
ンハイ人を事例としてとりあげるのは、前者
の越境が 1939 年のノモンハン事件（ハルハ
河戦争）の一因とされてきたこと、後者の
1930 年における越境が、極左政策下のモン
ゴル人住民の大規模な中国への「逃亡」の引
き金となったからである。 
 
２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、「境界」と「越境」
の視点から、中央ユーラシアの歴史をとらえ
なおすことにある。とくに、モンゴルのエス
ニック・グループであるバルガ人とアルタ
イ・オリアンハイ人の事例をとりあげ、帝国
の記憶、国民国家の形成、エスニシティの重
層性の問題をあきらかにしようとするもの
である。清帝国のある種の自治地域たる外モ
ンゴル、内モンゴルの周辺に位置した諸エス
ニック・グループに対する支配（「境界」の
設定）のプロセス、清の崩壊、モンゴル王国
の成立、社会主義革命という歴史の推移のな
かでの、かれら自身の国境をこえた移動（「越
境」）の要因、結果を、モンゴル、中国の研
究者とも連携しつつ、一次史料とオーラルヒ
ストリー資料にもとづいて分析し、国家とエ
スニック・グループの関係についての新たな
理論の構築をめざす。 
（２）本研究は、これまでの COE、科研費、
トヨタ財団研究助成の研究であつかった清
代の地図の研究の成果をふまえ、地図上にえ
がかれた「境界」をこえて移動するエスニッ
ク・グループの行動（「越境」）に注目し、地

図そのものを相対化すると同時に、これら周
縁部に位置するエスニック・グループのダイ
ナミックなうごきが、歴史上の重大な事件の
要因になってきた事実を確認し、モンゴル史
研究にあらたなアプローチ方法を提供しよ
うとするものである。 
 
３．研究の方法 
（１）本研究ではバルガ人とアルタイ・オリ
アンハイ人を事例に、モンゴルのエスニッ
ク・グループの「境界」と「越境」の歴史を
あきらかにすることを目的とするが、ここで
の「境界」とは、一義的には清朝政府、モン
ゴル王国政府、モンゴル人民共和国政府が設
定した、隣接地域との境界、隣接の国家との
境界をさす。この場合、清朝時代には地域と
地域の境界だったものが、帝国の崩壊と新国
家の成立によって国境に変質した点に注意
する必要がある。 
（２）文献資料にもとづいて、バルガ人、ア
ルタイ・オリアンハイ人の歴史的境界を確定
し、そのあと各時代の政府が設定した「境界」
とのズレをあきらかにする。 
（３）フィールドワークによってバルガ人の
1910 年代、1940 年代の越境、アルタイ・オ
リアンハイ人の 1930 年代の越境の要因、過
程、結果を検証し、さらにこれらのエスニッ
ク・グループがどのようなアイデンティティ
ーを過去において獲得し、現在それはどのよ
うに変化しているのか、どのような場合に顕
在化するのかについても考察する。 
（４）本研究では、以下のふたつの仮説を設
定したうえで、それを検証するという方法を
とる。 
①帝国の成立と崩壊、国民国家の誕生によっ
てうまれた「境界」とはべつに、過去の記憶
にもとづく、それぞれのエスニック・グルー
プ固有の領域がある。 
②このエスニック・グループの領域は、移動
牧畜をおこなうひとびとにとっては、定着農
耕をおこなう民族にくらべ、はるかに広大で
流動的であり、それがダイナミックな「越境」
を可能にした。 
 
４．研究成果 
（１）研究代表者は、2015 年 8月に中国・内
モンゴル自治区・フルンボイル市のハイラル
市、シネ・バルガ左旗、シネ・バルガ右旗、
ホーチン・バルガ旗でインタビュー調査を実
施し、1945 年のバルガ人のモンゴル人民共和
国への集団移住の要因、1939 年のハルハ河戦
争（ノモンハン事件）とバルガ人の境界意識
の関係について調査した。1945 年の移住の主
体になった旧フブート・チャガーン旗につい
ては、旗（ホショー）内を鉄道がとおること、
ソ連領と接すること、冤罪事件で被害をうけ
たことが影響しているという証言がえられ
た。モンゴルとフルンボイルの境界の問題に
ついては、公的な境界と現地のバルガ人の境
界解釈がおおきくことなる点が、現地調査を



とおしてあきらかになった。ハルハ河を国境
とみなすバルガ人の解釈は日本がわ（関東
軍）の解釈と一致しており、ハルハ河の右岸
に国境がひかれているというモンゴルがわ
の解釈とはあきらかにことなるバルガ人の
伝承・言説が、日本がわのおもわくとは別個
に確実に存在していたことが確認できた。ハ
ルハ河戦争の結果確定した満洲国とモンゴ
ル人民共和国の国境は、現在は中国とモンゴ
ルの国境にかわっているが、バルガ人の境界
意識は、清代とあまりかわらない状態で今日
までひきつがれている。 
(2)研究分担者は、アルタイ・オリアンハイ
人の土地がえがかれた複数の地図の分析に
よって、19 世紀からの国境の変遷、カザフ人
の流入の過程を研究した。具体的には、1890
年から 1928 年のあいだに作成され、清、モ
ンゴル国、中華民国の各政府に提出された 4
枚の地図、および 1910，20 年代のアルタイ・
オリアンハイ7旗の分布とカザフ人の遊牧地
の情況をしめした 2枚の地図を、関連する史
料の記述とあわせて分析し、同治年間からの
中ロ国境条約、新疆におけるムスリムの反乱
等が、アルタイ・オリアンハイ人の土地にカ
ザフ人がすみつく過程にどう作用したかを
あきらかにした。 
（３）モンゴルのバルガ人コミュニティーの
うち、フルンボイル郡の形成、その要因につ
いては、第２次世界大戦の終結、日本の敗戦、
内外モンゴル統一運動との関連で比較的よ
くしられているが、もうひとつのゴルバンザ
ガル郡については、ほとんど注目されてこな
かった。研究代表者は、2016 年 8月にゴルバ
ンザガル郡で調査を実施し、1911 年のモンゴ
ル独立革命にフルンボイルから参加した代
表的人物マンライバータル・ダムディンスレ
ンにあたえられた領地に起源を有するゴル
バンザガル郡の形成と直接関係があるのは、
1916 年のバルガ人の移住だということを確
認することができた。 
（４）研究分担者は、2016 年 9月に中国新疆
ウイグル自治区の青河（Qinghe）市で調査を
おこない、1930 年代にアルタイ・オリアンハ
イ人が新疆とモンゴル国にわかれて居住す
るようになった状況、カザフ人との共生関係
を考察した。 
（５）2017 年 8月にウランバートルで、国際
モンゴル学会その他機関と本科研の共催で
モンゴルの地図・地名の研究の国際会議を組
織した。この会議で研究代表者は「日本の参
謀本部が発行した外モンゴル地域の軍用地
図」という研究発表をおこない、モンゴルに
おける境界に対する日本軍の関心について
分析した。同会議で研究分担者は「アイマグ、
ホショーの地図の作成にかかわる清朝の命
令、規定とモンゴル人の参加」という発表を
おこない、同治 3年(1864 年)に清朝総理衙門
からだされた盟と旗の測量地図を作成する
命令に対し、モンゴル人がどのように反応し
地図が作成されたかについてあきらかにし

た。 
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